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〈論 文〉 
自動車企業のグローバル最適生産と日本国内の空洞化 
法 木 秀 雄 * 
 
Automotive Companies’ Global Production Optimization 




The rapid yen's appreciation and domestic market demand squeeze for new cars have contributed 
to the vehicle production reduction at Japanese plants. This reduction have invited the new car 
production cost-up pressure. The previously successful countermeasures of raising the retail price of 
made-in-Japan vehicles in the foreign markets, to cope with the strong yen’s appreciation, are no 
longer workable under the deflational economy of major countries. One of the most feasible solution to 
cope with these environmental problems is the optimal selection where / which model to produce. An 
optimal solution might be the transfer of mass selling vehicle production model from Japan’s plant to 
an overseas plant. This option might be beneficial for the manufacturer, but a body blow to the 
Japanese economy. 
 













とも言える。本論文では日本のビッグ 3 （以下、トヨタ、日産、本田を日本のビッグ 3 と称する）の進
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 1 ．自動車という製品の特徴と海外生産移転の難しさ 
 1 ．1 自動車生産における部品メーカーの重要性 






が非常に厳しくなっている。詳細な計算式、定義式の説明は省略するが NAFTA, EU では付加価値ベ
ースで 7 割以上の国産化率が義務付けられている。これを達成しないと域内製の製品として関税ゼロ




































中国、タイを中心とした ASEAN 諸国でその完成型に到達したのである。 
 
 2 ．グローバル生産拠点支援体制の確立 
 2 ．1 グローバル生産支援のシステム化…トヨタの GPC の事例 






したトレーナーズ・トレーニングは日本本社の GPC 傘下にある海外 3 箇所の GPC で行われるように
なっている。すなわち米国（TMMK 内）、UK（TMUK 内）、タイにおける GPC でトヨタのベストプ
ラクティスの研修が行われ、そこでトレーナー資格を得た人材が、自らの生産拠点で技能員のトレーニ
ングに当たることとなる。 
（注） GPC については NHK スペシャル「トヨタ世界一への条件～グローバル企業の苦闘」（2006年11月放映）の
ドキュメンタリー番組で詳しく紹介されている。 
 
 2 ．2 グローバル生産支援のシステム化…日産の GPEC 
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工場を世界中に展開しており、GPEC は基本的には車両生産工場のオペレーションの支援をしている。 
GPEC は上流工程から下流工程までグローバル 4 G 戦略から成り立っている。すなわち第一に Global 
Training Center 機能であり、世界展開している海外生産拠点の生産技術員、設備保全技術員、生産現
場のトレーナーの人材育成である。第二には Global Engineering Center 機能であり、国内外の生産拠
点におけるモデルチェンジ等の新モデル立ち上げに伴う生産技術、事前生産試作、現地生産準備、立ち
上げ支援である。第三に Global Packaging Center 機能であり、日本からのサプライパーツのコスト
パフォーマンスの高いパッケージングに関する技術支援、移動形態、梱包方法等の開発を行う。第四に
Global Launching Expert 機能であり、現地での新モデル立ち上げの技術的サポートである。 
 





















ている。この GPEC の完成により、現地工場で 2 回の試作が必要であったところが 1 回の試作ですむ
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 3 ．グローバル最適生産と国内自動車産業の空洞化 




























部分的と想定される。よってトヨタや本田の国内稼働率は戻ってもせいぜい 8 割前後に留まろう。 
日産に至っては前述した通りタイへのマーチ10万台の生産移管がありリーフの生産が加わってもそ
の穴埋めは半分にも達しない。よって日産の稼働率は 8 割を大きく下回ることとなる。したがって日産
をはじめ日本のビッグ 3 の台あたりの生産コストは上昇圧力がかかり続けることとなる。 
 
 







































































































































































億円の生産額の減少となる。日産のマーチの内製付加価値率を 3 分の 1 と仮定し1,000人の人員が追浜
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